
一 般 質 問 通 告 書 
 

令和８年恵庭市議会第２回定例会において次の一般質問を行うので、会議規則第６２

条第２項の規定により通告します。 

令和８年６月９日 

恵 庭 市 議 会 議 員 矢野 浩章 

恵庭市議会議⾧ 川 原 光 男 様 

 ページ    １ ～ １ 

 一問一答 （有 ・ 無） 質問所要時間（ ４０分 ） 

大 項 目 １、観光行政について 
小 項 目 質 問 の 要 旨 

『はなふる』周辺に
おける交通渋滞対
策と地域住民の生
活環境保護につい
て 

去る 5 月 5 日、花の拠点「はなふる」において開催されました
イベントにおいて市内外から多くの来場客が訪れ、本市の魅力を
発信する素晴らしいイベントとなりました。 

しかしその一方で、当日、会場周辺の道路では深刻な交通渋滞
が発生いたしました。特に国道 36 号から会場へ向かう市道、お
よび周辺の生活道路においては、車両が⾧時間にわたり滞留し、
地域住民からは切実な声が届いております。 

また、狭い生活道路を「抜け道」として利用する車両も散見さ
れ、歩行者の安全確保の観点からも看過できない状況にありまし
た。今後、恵庭のシンボルである「はなふる」で魅力的なイベン
トが継続され、交流人口が拡大していくことは喜ばしいことです
が、それが市民生活に過度な負担を強いるものであってはなりま
せん。 

そこで、今回の渋滞発生の原因分析と、今後の対策について
伺います。 

大 項 目 ２、公共施設について 
小 項 目 質 問 の 要 旨 

公共施設および未
利用スペースの戦
略的有効活用につ
いて 

現在、本市では公共施設等総合管理計画に基づき、施設の適正
配置や⾧寿命化が進められております。 

しかし、公共施設は維持するだけでなく、施設の「未利用スペ
ース」や「役割を終えた跡地」をいかに戦略的に活用し、新たな
価値を生み出すかが、今後の行財政運営の鍵と考えます。 

そこで、以下の点について本市の見解を伺います。 
（１）恵庭市民会館地下食堂スペースの今後の活用について 
（２）島松、柏陽地区複合施設の新設に伴う関連旧施設の利活用

について 
（３）教員住宅の現状と今後の在り方について 

※議会申合せ事項第１４条（抜粋） 
 １．理事者から十分な答弁が得られるようできるだけ具体的に記入してください。 
 ２．通告にない事項の質問は、出来ません。 



一 般 質 問 通 告 書 
 
令和８年恵庭市議会第２回定例会において次の一般質問を行なうので、会議規則第６２条

第２項の規定により通告します。 

令和８年６月９日 
                    恵庭市議会議員 吉永 孝之 

恵庭市議会議長 川原 光男 様 

 ページ  ３～１ 

 一問一答 （有・無） 質問所要時間（６０分） 

大  項  目 今後の恵庭のまちづくりについて 

小  項  目 質    問    の    要    旨 

１.戸磯・西島松・

上山口地区整備の進

捗状況について 

 

 

 

 

 

２.北海道日本ハム

ファイターズ・ファ

ーム施設誘致につい

て 

 

新市街地の整備は、本市の将来人口の確保や都市基盤の形成にとっ

て極めて重要な施策であり、特に戸磯地区、西島松地区、上山口地区

の３地区は、それぞれ状況や課題が異なる中で、市としてどのように

開発を進めていくのかが注目されています。 

そこでまずは、これら３地区の現状と今後の見通しについて伺いま

す。 

 

 

本市が進めている北海道日本ハムファイターズのファーム施設誘致

について、伺います。 

 

 

 
※議会申合せ事項第１４条（抜粋） 
 １．理事者から充分な答弁が得られるようできるだけ具体的に記入して下さい。 
 ２．通告にない事項の質問は、出来ません。 
 



 氏名 吉永 孝之 ページ   ３～２ 

大  項  目 市内町内会の活性化と加入促進に向けた総合的取組について 

小  項  目 質    疑    の    要    旨 

「町内会活性化補

助金」の成果と課

題、今後の支援の

方向性について 

本市では、町内会の活性化と加入促進を目的として、３年間の試

行事業として町内会活性化補助金を実施してきました。 

本年度はその最終年度に当たり、これまでの取組が、住民が参加

しやすい環境づくりにどの程度寄与したのか、まずはその実績を確

認する必要があると考えております。 
人口減少や担い手不足が進む中で、町内会の役割は、防災・地域

福祉・情報伝達など、地域コミュニティの基盤としてますます重要

になっています。 

しかし一方で、活動内容が十分に住民に伝わらず、加入や参加に

つながりにくいという課題も指摘されてきました。 
こうした状況を踏まえ、３年間の補助金がどのような成果を上

げ、どのような課題が残されているのかを整理することは、次年度

以降の制度の在り方を検討する上で不可欠であります。 

そこで、現在までの実績について伺います。 
 

  



 氏名 吉永 孝之 ページ   ３～３ 

大  項  目 最終処分場の現状と課題認識について 

小  項  目 質    疑    の    要    旨 

第７期最終処分場

整備に向けた検討

状況について 

盤尻の第６期最終処分場は、市民生活や社会経済活動を支える不

可欠な生活基盤ですが、３月の厚生消防常任委員会では、残余寿命

が前倒しとなり、令和１３年度中には残余容量がなくなる可能性が

示されました。 
一方で、整備手法については、第７期最終処分場を新たに整備す

るのか、既存の埋め立て処分場の嵩上げで対応するのか、検討中と

して報告がありました。 
 

本年度(令和８年度)は、最終処分場の整備に向けた準備として、

「基本設計」や「環境調査」などを早急に進めていくスタートライ

ンであり、極めて重要なことと考えております。 
そこで、行政が次期最終処分場の整備を遅滞なく、かつ財政負担

を最適化しながら進められるよう、現状の課題を整理し、市民の生

活が円滑に行われることを目的として質問します。 
最終処分場の整備手法の比較検討の状況についてお伺いします。 
 

 



一 般 質 問 通 告 書 
 

令和８年恵庭市議会第２回定例会において次の一般質問を行なうので、会議規則第

６２条第２項の規定により通告します。  

  令和８年６月９日  

                  恵 庭 市 議 会 議 員  石 井 美 季  

恵庭市議会議長 川 原 光 男 様  

 ページ ２～１  

 一 問 一 答 （○有 ・ 無 ） 質問所要時間（ ５０分）  

大  項  目  安心して子育てできるまちづくり  

小  項  目  質    問    の    要    旨  

子どもの居場所に

ついて  

 本市は全国の中でも珍しく人口が増加し続けている自治体で、

年々、市内の子どもの出生数は減少してはいるものの、そのスピ

ードは緩やかであると理解しております。  

 そして、近年、共働き家庭の増加などに伴い、子どもたちの安

全・安心な居場所のニーズはますます高まっており、特に放課後

や休日における居場所の確保は地域社会にとって大変重要とな

っております。本市において、事前の申し込みがなくても子ども

たちがふらっと立ち寄れる「子どもひろば」は、地域のセーフテ

ィネットとしても大きな役割を担っていると認識しております。 

 現在、本市では令和 6 年 4 月より、すべての子どもひろばが民

間委託に完全移行したと伺っております。大きな運営の転換期を

迎えた子どもひろばの現状など、以下の点についてお伺いいたし

ます。  

 １ 市内で開設されている子どもひろばの数について  

 ２ 提供されている主なサービスの内容について  

 ３ 直近の利用人数の状況について  

※議会申合せ事項第１４条（抜粋）  
 １．理事者から充分な答弁が得られるようできるだけ具体的に記入して下さい。  
 ２．通告にない事項の質問は、出来ません。  



 氏 名  石 井 美 季  ページ  ２～２  

大  項  目  誰もが安心して暮らせるまちづくり  

小  項  目  質    問    の    要    旨  

犯罪被害者等の支

援条例の制定につ

いて  

 わたしたち市民が日々の暮らしを違和感なくおくれている背

景には、様々なルール、法律や条例があり、それに守られている

ということを忘れてはならないと認識しております。  

 恵庭市では、地域における安全意識の高揚や、自主的な活動の

促進及び生活環境の整備を図り、もって市民が安全で安心して暮

らし、または滞在することができる地域社会を実現することを目

的とした、『恵庭市防犯と交通安全の推進による安全で安心なま

ちづくり条例』が平成 21 年 12 月に制定されました。また、その

第 8 条の規定により、安全で安心なまちづくりを総合的かつ効果

的に推進するために、今年 2 月に、令和 8 年度から 12 年度まで

の 5 年間を対象期間とした『恵庭市安全で安心なまちづくり推進

計画』が策定され、基本施策に基づく防犯や交通安全にかかる各

種の施策が実施されることとなっております。  

しかしながら、本市の犯罪発生件数はここ 3 年で増加傾向にあ

り、重要犯罪も増加していると伺っております。全国的にも同様

に増加の傾向にあり、最近では SNS を利用した特殊詐欺や闇バ

イトによる強盗事件などが大きく報じられることもあります。こ

のようななかで、ある時突然、自分自身や家族、大切なひとが犯

罪に巻き込まれる可能性はゼロと言い切れません。  

そこで、あらためて、恵庭市の犯罪発生状況についてお伺いい

たします。  

 



 

 

一 般 質 問 通 告 書

令和８年恵庭市議会第２回定例会において次の一般質問を行なうので、会議規則第６２条

第２項の規定により通告します。 

 令和８年６月９日

恵庭市議会議員 三上 まどか

恵庭市議会議長 川原 光男 様

ページ １～１

一問一答 （有・無） 質問所要時間（４０分）

大  項  目 一般行政について

小  項  目 質    問    の    要    旨

中小企業者等の支

援について

令和８年度から新たに開始した「中小企業者等従業員資格取得支

援モデル事業」及び「中小企業者等ＤＸ推進・労働環境改善支援事

業」については、受付開始直後から問い合わせや相談も多数寄せら

れ、事業者からの需要が高く、反響も大きかったと感じておりま

す。 

いずれも、物価高騰の中、経営基盤の強化や人材確保を急務とし

ている事業者からの声に応えた素晴らしい支援施策であると評価し

ますが、改めてそれぞれの事業の現在の状況をお伺いいたします。 

議会申合せ事項第１４条（抜粋）
 １．理事者から充分な答弁が得られるようできるだけ具体的に記入して下さい。

 ２．通告にない事項の質問は、出来ません。


